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北
九
州
と
松
本

中
嶋
嶺
雄

本
誌
の
佐
藤
文
子
主
宰
は
北
九
州
が
生
ん
だ
俳
匠・
｛八
弁
太
を
師

と
し
て
戸
畑
に
育
ち 、
い
ま
信
州
の
松
本
で
活
躍
し
て
い
る 。
北
九

州
と
松
本
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
は 、
松
本
藩
主
の
小
笠
原
忠
真
が

の
ち
に
小
倉
藩
主
と
な
っ
た
こ
と
や 、
有
名
な
小
倉
連
隊
と
松
本
五

十
連
隊
と
の
関
連 、
そ
し
て
多
く
の
俳
人
が
出
て
い
る
こ
と
な
ど 、

意
外
に
共
通
性
が
多
い 。

そ
の
俳
句
の
世
界
で
は 、

清
艶
高
撃
で
有
名
な
杉
田
久
女
が
永
く

小
倉
に
住
ん
で
い
た
が 、
両
親
（
赤
堀
家）
の
故
郷
は
松
本
で 、
〈

紫
陽
花
に
秋
冷
い
た
る
信
波
か
な〉
な
ど
の
名
句
を
残
し
て
い
る 。

久
女
が〈
墓
の
前
の
土
に
祈
り
さ
す
野
菊
か
な〉
と
詠
ん
だ
松
本
市
城

山
の
赤

堀家
の
墓
所
脇
に
は 、
分
骨
さ
れ
た
久
女
自
身
の
墓
も
あ
る 。

も
う
大
分
以
前
に
な
る
が 、
私
は

藤
岡
筑
郁
先
生
か
ら
久
女
の
こ

と
を
教
わ
り 、
田
辺
聖

子
著
「
花
衣
ぬ
ぐ
や
ま
つ
わ
る・：
わ
が
愛
の

杉
田
久
女』
（
集
英
社

文
庫）
な
ど
を
夢
中
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ

た 。
そ
ん
な
あ
る
日
の
秋
雨
上
が
り
の
午
後 、
私
の
松
本
の
山
荘
に

群
生
し
た
野
菊
を
携
え
て
久
女
の
墓
を
訪
れ 、
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り

の
亡
父
の
句
集
を
こ
こ
に
は
「
久
女
之
墓」
と
虚

子
が
達
筆
で
記
し

た
黒
い
墓
石
に
載
せ 、
線
香
を
焚
い
た
こ
と
も
あ
っ
た 。

実
は
そ
の
私
が
昨
春
か
ら 、
北
九
州
市
立
大
学
に
新
設
さ
れ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
博
士
大
学
院
（
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
科）
の
教
授
を
兼
務

す
る
こ
と
と
な
っ
た 。
時
間
を
縫
っ
て
板
極
川
や
福
緊
禅
寺 、
久
女

が
長
く
住
ん
だ
堺
町
か
い
わ
い
な
ど
ゆ
か
り
の
場
所
を
院
生
の
案
内

で
訪
れ
て
い
る
昨
今
だ

故帯
の
当
局
者
が
北
九
州
の
顔
だ
か
ら
是
非

見
て
ほ
し
い
と
強
く
勧
め
る
松
本
清
張
記
念
館
へ
は 、
ど
う
し
て
も

行
く
気
に
な
れ
な
い 。

清
張
氏
が
小
説
『
菊
枕』
で 、
久
女
を
あ
ま

り
に
も
否
定
的
に
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。

（
国
際
社
会
学
者）

・司叫回・ 9・・ 9『司略面．旬 、‘甲骨『、...，圃時・『・・除、・円・時明・・ 9・即時・・9『 F’，＿..同，.......... 同－.－－咽�－・. .，.・＂＇・W宮町�・q’d同V伊1・・

’lJ》
同口

次（
仰
号）
j

俳
句
的
な
こ
と
が
ら
（
H）
：

俳
冠
抄・．．．．．．．
 

風
の
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の
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